
..". 

m開制~'. II"'.
・問問"町酎

u市民だより
r_:.Ilrl 

書提良市俊婿

Em飯事FJt

調
立
後
初
の
戟
残
者
追
悼
式
A
r

り" 
だ島市，. E叩・"刊行0' 

新
な
る
感
激
と
共
に
敬
成
な
る
断
り
令
悼

f

2

5

1

i
周

:
z
L
S
L
P
E

m和
州
企

'ME川崎r‘とれwrEeτ与〈却下、41vr

芳、.泊四

-z

一
松
慢
の
古
手
E
2
2
早
出
し
て
F

きに
一keuw知E直る崎山川「M'a7F、安値例町dF'v

4
押
し
て

Ffi

f

t

;
が

T
E
-
-
~

3
f、

一-nι鴨川mVMU噌晦柵Mい晦鳴
W
精防・wL調どそれ

「
官
封
切
H
耐
摂
品
川
額
、
話
主
2

4
i
z
j
 

通に&Rhリ属品LZM列同a

体-を£υh臥‘
「にa-剛・

幅
孝
行
っ
た
Z
書
Z

性
仇

ZRa《tれA山仏か-

L
A
m
聖
堂
T
6
E

十
分
量
L
E
U
E

にAah取ってそのゆと健

所砂川忠ドドゐのuaate

--叩L
玄
白
骨
〈

P

A
土

a-m

bAをや縄凶ぜし'hvd

t
・b
・
臨
U
誕
塗

s・a・す6ax俗文砲と

音
量
L
1
2
L

主
K
M
M
S
手
。

ab 
告
し
?
t
T

2
3
;
“
一
一
二

em'JV1鼻水又は三、お一

員
旗
手
穆
に
紙
、
主

E
型
『
証
品
。

E
-
Z
E
L
側

入
れ
品
世

D
4

罪
し
そ
の
ま
E宇

一
思
聖
書
t
t塩

川
主
骨
量
E
a

--L』..
 

岬

Pao---当
2

・知山-a-揮してよ〈価値

震伺町田工場.

お
知
ら
せ

咽"

ameAwumの孟，jet-よる一-ga神
奈
γ

崎れて脇わし一"が埠へられた
-E喰
ほ

n

，一同眠公a，rおもて符一冊たとよの事ぴ&開〈a一同参符止な島町虚実“〈を

つ&にこの号式はeA旬。ポ川一ιvL41↑
ham隣
i・盛る'Mめ↑め一定興秒静
fL'

i
!て

i

1

2

1
費
Z
械
式

-
何

r，，じて行自リ先‘のであ

一HZ

の
そ
良市
メ

判

戎

訓

wie乏し、観

zgη
主
E
T

i

H

K

1

5

型

車
7
3
F
E
T

一，山い&mmわ
f

・!のM開飯

a.，Vゐる』LZはbb

型

C
4喜
品
、
一
幸
由
人E
a
L
S

て
号
車
員
A
E
E
一
=
虫
色
「
後
指
名
に
制

E
量
一
品
a
t
季
語
草
富
。
司
e

品
守
押
z
z
m足
hれなも・P26

昔

前
繍

f室
内

s

i

t

-

2
S
2
3
2
Y
E
量
砲
し
寺
"
の
文
化

阪の鎗れる褐銅，a削除ゆをHH3τしてゐ為・衡の億

‘一
-
E
i
-
-
7
N
E
r
-
-
，

lh杭
l
F
E
E
T
-
ψ
t
a
r

--

;

T

i

t

l

e

-

E
君
主
品
迫
電
，
r

f
，
4
1
4
E
R
健
r
R
本
被
害
量
空
a

h
g
t
-
量
号
l
i
t
s

鎚

B
a
t
E
:
E
E
f
u
R
E

!
:
!
;
c
Z
S
A
L
V
 

一
一
F
2
4
E
P
U
P
E
S
E
t

a空
t
r
E
I
る
a
E
Z
主
主
E
r
る

i
i
十
f
l
i
t
-
4
4

a
型
的
型

H
ま
Z
S
E
E
t
t

r

i

p

i

i

ト

h
u
r
t

-
A
S
E
e
s
B
a
s
s
i
ず

t
2
8
 

2
r
t
*
 

、一川底的欠乏は事

人
心
W
伽
-a

aT

取lmれ牟臥例

区勾して‘大

支陶e'・・u無します

陸、

Jt之
h'市
内
久
市
り
附
ホ

ka勾
r
。wuい開
国

Ea脈
"
ふ

の-maaR胞は欠〈.則鋼、

な

ih
‘we-俳句紅
白-v舗

を
，
、
E
T首
2
2

めまぜん匂
z
a昇。
E
t広
島

E
Z
E
 

AP居時島小

一応上空

一ご陶冶の漫広

一

敏
M

担
制
・
畠
思
決

-
a
Z占拠
t

-w畑
a
t
E
・
忠

一
f

i

】
便』mmw道底的A使掴川町

a置
棚

.

1

1

f

g

 

詰一
臥
下

a-A

災
害
は
忘
れに
国
H
K

製--"に鈴ける僧置について

益
た
L
も
主
主
主
主

主
主
主
型
E
r

聖
書
品
?
?
な
L

‘haありま
r
嘗
か
ι町
占

A

・
I

・-
Kの
ド
馳
ホ
輔
ふ
は

主
主
&
T
E
t
ま

す
一
置
主
主
在
不

Z
M需
S
E
a
t
t

E
詰

t

z

-

2
E
Z
，
E
u
r
 

〈な句如水4・pドatなるた

め

Z
dまに
f

雪

ι

L

盗

品

位

E制

鳳・バ，e，司、
1

剛
直
a
r
s
-
A
-

F
L
T
t
t
 

k
l
L
E
E
 

t
の
壁
画
ar空
τ

E
R
E
-
:
 

4
・
=
-
S
殖
す
る
の

F
S
:
t
E
F
t
-

詩
良
ト
h
消
防
本
部

.， 
5
2
4
i
b
J，
 

i
i
l--
い

z

s

 

品
Z
幡

町

!

i

陵
町

喝
事

t
眠
判
町

公
民
内
向
調
啄
柵
，副作町

丙幸町
• • • 

2
2員

5

2

 

hr川
町
-品主園田

aH前
山
町
耐
櫨
眠

障
問

】一

-4叫町

• -
日
野
町

E 
Z li • 

， 

i?F53?::2 
1J|向日自由高;1:

i
再
立
た
由
意
見
ま

1

f
n
E
F
Z
?
と
集
長

ゐ
t
Z
品
止
?
主
主
A
-

1
-
t
ん
の
f
t
・

-
事
t
Z
E
T
U
2
E
u
a

t
L
s
r
S
巳
、
4ih--品主

f
t
f
T
Z
E
s
t
-

Ni鋭的側
0

・Radwum{，か
0
.

，なka和

め幽戸十附叫u晶
a巾
u'川MHwah係争川町モ・街角a

す・仏側刷傘aRhuds'ゆ十白内製MaaTw・MAをお

初

Q
T
:
z
z
ゅ
よ
し
ず
t
f

LMmakな司た憐RD

D
T
E
S
t
-

-TM島山民れ叱生をh脚
4Fla-

-ふ血・n・hRUAMMa--

Lτιe硝』msはヤ〈.

3
E
L
u
-

-
究
主
主
・
2

・
F陰
E
r
s

t仇
whなi‘UL46

又
仰
木

T
自
主
五

奄

L
I
K
E品
Z

O一-vvM内百UM

Z
n
O
日
さ

2

・cな、‘内U欧
"として

純川しては危Eな、.

一

持

F
個の外unよ町制刊象

五
人
L

主
足
首
ホ

i

i

B

E

 

L
t
-
-
，E
l虫

O
U
分
E
Z
君
"
し
一

t
p
i
z
-
-

自
v
e
a
A
L
P
-

-
z自
白
し

て
s
z
t
p
a
-

-

-

一

一
局，-，A白川27チ
4，‘
一

広報調査読へ
両地同山岬創価

札省民 371;3iI5 

宇
野

t
tて
E

i‘AhAU慢げてTa年
以
主

主
主
E
A
u
a
か
に

'
R
E
'
E
E
'
 

S
ん・
一致ぷ生4・の圃
未到は

陸
自
民
手
凶
・
τa

t
宇
tτ
食

品

z
f
z
z
。
災
臨

書
し
た
Z
E皇宮

s
t
f
i
"
 

iazt・

↓

恒

附

a、“官個島氏之ドル・4勺

て
拘
君
主
主
E怖

に
1
‘
=
L
E

網例制剣《?色漕凶'dy
--ha来

、
一
2
1
2

《hM
・D
-T-n
v，プヲ一

凶，7uvvF1司
、・vを一

1

2

2

1

 

ぺ

-ee動る・《働官隊川内副陶同
封》

呈広治位目録中色鎗 九畿 禁中 TIII.;JiA前常剤密

.中 Aド M本励 賞僧刷凶.持 lUiJ !'也州 国

中市 号令昼前梅山-l>1I!凶 Idt:It '" . .今山.瑚"大越持崩別

館 i内面幽 ru山岡崎瓜比 中 H・U川水民山Jfh弁弁中岡尉掬関崎
"..Jt， j・乙 '却す..陶'""t・・
育実 ヨ官 舎

子~ lI!.f手段』鳥取，fIi-、.，.."....?:::;iififf::;::ijifE;;ifき32
施鎗官 邸 調I • H俗七位耐震 ."'121省銀.
. 幽噌

a ・..前 也.三・".制式.・4守央ー'‘-・嗣
武

h
.
径
-
問

実

Ss
 

am--
E
s
 

a
失
eMm 

a
4
B
 
“. ‘. 

川

va巴正--
“
相
官

約
闘
"

政

企
E

-mA

・
傷主
配

血

『

健
太
.a
 

-

泊輪銅色気
歯

車

失

の
受
給
者

-町弘ahL

不

問西創刊水町

K
P

開En
 

倒

mHa-

不

倒

Mmum-町

S
F

制

定

j
R
h旬
巾

A

Z

小

酌

産
品

叫

ht刷，
A

ω"山崎幡町
イ

餅聖

g
h

中川・小川
tp
悶

4

十

周

-
F

臥腕

今
小
路
町

寿

駅.，
 q
 

E

廊"側静町

不

.

慮
ι
 

e
 

綱
A
S
俳
句

"a

a1a" 

会

側

若

宮市

幽胴

公
鐘

F
g陶
4A‘尚司4a-A

'

酬-e
 ae e E
E
 

副町億川』
E
E
A
 

州
立
富
時
五

車
町
一
士

宮
午

開



ハリ
蚊

取

線

香

に

と

用

心
l
v

車
の
夜
特
有
の
火
事
は

ち
ょ
っ
と
し
た
車
が
原
因

て
起
り
ま
す

み
警
皇
官

t
g
L
b
t
t治

安
は

thr?なも
21入れ
て
川

EG

主
包
賀
町

wru宇
mし
て
〈
だ
き
ヒ

R
-
E
1
8
2
2
4午、

‘
4
贋

LtiaL'E令

線
香
の
可
盟
締
接
聞
に
よ
る
火
虫

M
S
E
t
t
f
5
p
i人る

誕
の
機

E
a軍
Lffn午竹
WE

F

へL
一

p
k内
先
例
ヨ

線
香
使
用
放
置
に
よ
る
火
虫

哲
三

Er常
L阿君
事

IK2Lei

i
i
j
T
i
-

T
S
L
F
S
S
Z例

鍵

火
毘
奮
祖"。

-
L
H
飢
iH
嗣
創
刊
続
出

5
2
tて
聖

も

賓

の

f守
ら
な
け
れ

ぱ

2
5ん・

i
T
2
2
 

r
f
f
t主
主

-
T
Z量
2鈴

Z
E
E
-
r署
員

i
z
-

-
2
1
t
=
里

b
i
-

-
'
E
t
i
-
-

u
E
E
L
M
I
s
t
-
f時
完

成

i
f
l
i
t
T
Iこ

MKK22t
，
2

・

-
i
E
F
j
f
S
1
2
 

4
h
E
R
h
s
T
2
5
 

...山竃リ

t
t
?
i
i
S
 

F
i
t聖
E
F
F
i

-
-
s
?
i
t
 

Z
E
a
l
i
t
h
?
?
 

?
L
tて
主
主
か
で
堅
手
章
一
周

Z
』

E皇
2
5
t
zで
と
が
ま

E
A
t
-

-
t
苛
郷
里
中
品
目
宅
青
山
は

2
2

E
f
-
-
Zの一一
f
E
2
5

E
?を
つ

i
i
f
z

E
Z‘1szutξfaTEE台

-
t
T
E
i
2
f
E
t
i
 

z
i
-
-
;
L、P
T
t

問

z
p
i
=
Z
3
2
自
の
き

2
2
5
・実
ZAerれ
5
1
4

5
T
E
E
t
h
-
-

i
p
a
s
t
2
7
1
Z
6
2
n
 

i
a
s
i
g
j
;
 

i
-
p
a
t
-
-
j
・:;

fni'KEt-r
・4
E士

広
明
証
主

T
Zて
z
tわれ
る

2af

=
r
e
E
X
K側主
P

聖
位

i
:
i
:
i
i
 

B
で

E
t
e
t一
一
の
左
大
量
ぐ

F型

込議議

同日

tF4 

5
2
i
i
 

5
4僧
MTit‘

，。

iE12iiiiiiiiijill;;!語512E23
1:;Ii;iii;iiiiiii;ii!iiijiji? 
fa-ErZηZTl勾fttHha主総"剣F4，
AJ1tgtMJ円“平均zi?1JFt品配qz主
将野↑JF叫しituiEゐ吋ょii:2114ii言葉
lEiiFi主のRFhtiii2FTL山 EL言語さ
叫ti草生EzzizEft弘fbSE世rL21dオL
i filt:月iti:長i18fiF?;;FEIT
iiiijiii!?48i1iiFiii!ιiitpii!?!十
EMi日空LttF3iiZES詰2251gtさ31tptii;FiF37425出宅fatで E g M 
てhm…叫ZEzmzi!Eftgiifai持N1
2聖主主.71量ま君E長円、，;主心員五品。凶銑L付ニ倶 3 実r刊沈

ZSおおtit b ti2FSE主品t聖E必152iA
軍主佐官EEEfzaτ1止FSSr型車SRBZIE守E231
??Ei4iiEgif itzifEitf?Ei認識 iEE蓄量民軍E童福rsf ir荷主22量87雪E毛fZ量zi E2E話番EEAE11時五百t望号孟ZE量全 野五tzzι・

;
t
t
L初期

実

TEo重
品

2
1
2・

-pt1・文
込
火
災

れ

t
Z
E
2・一
の

i
A
E
1
-
n
 

!
i
t
 

z手
陣
主
主
穫
し
、

夏
め

E
品
型
Tこ
主

治
臨

eaす
富
帯

M
山
Z
A
ζ

の
'
a
F
向ーに筆陣'

号
室
Zる

dzz

〈

穐

堅

守

EG"にま

君
主
高

E
t
a

-目
Eがも
の

ZE-

-
勺
員

T
E

f
t
-
:
 

山

2
z
，E
E
-

AK--れ
品

的

"

と
し
マ

22th
・・

2
i
s
"
?の

i
h
;
r
a
h
 

会
、
手

r
z
-

z
i
-
-
E
 

払
町
ま
「

可

E
Z
E
Z主

"
B
E
8
2
 i

i
a主
荷

量
品
一
品

Z
Zの

ょ
に

EEZmF品

"

大

t
F
T
A剛
一

ZEE-L右
手
一

I
i
z山
a

P
E
r
s
e
z
 

z
t偶
ETふさ
わ

しー、左』ろ
nc
す

頂

上
p
b

は

ma圃量
単
調
あ
の

手

E
l五
日
の
出
主

眼
-
P

は紬

WSん・4
〈
側
象
幽
閉
め

.. MULaa
、一弘山
b

・M

T
Sを拠
れ
る

ZOW

R
Zれ
E21a

軍

22M均
衡

句

"

f
t
:
i
 

川
内

Zbit-泊

k
れ
品
、
て

F
E

-
-
z
t
t語

、tLSLf・

家
比
他
給
の
年
令
別
配
給
制
の

切
符
に
つ
い
て

zbEI--22耐震は
aの・
4
F

t
t
a
g
-手

明
石
町
四
ご
ま
山
知
山

明
治
*
富

島駅一ぺ

4

4

4

4

m

旬

u
vる
時
栂
V
L

柑
一
か
含
か
一
ト
ル
俸
制
民
れ
れ

へ
き
て
ま

L
E
i
s
a
i

E
F
L
i
s
a
-
:
t
E
 

4
5
f
e
z
-
;
L
2
3
 

E
-、
E
!
;
z

孟
ゐ
‘
.
.
 噂
切
鎗
は
徳
与

-
E
l
旦

ETEE"t 

;
;
i
 

Fa古
oaて量鐘

E
事
制

t
;突

の
‘
伺
・
"
の
縄
宮
で
ι・己

主的

E
T
E
z

-
-
す
る
之
主
V
L

危
匂
息
L

企也

奈良りいりん
制"時201121112211 23112-111お円
園川川崎
千嶋争率 ' .. 時

8 

iこ

商
業
調
代
が
行
な
わ
れ
を
す

出
高

F
T
a
t
t
5
4
1
3

f
t〈
Z
J
a
i
-
-

民
日
時
吋
叶
日
間
以
村
山
い
け
は
寸
ー
は
い

γ
、、

I
I
z
-
-手

!4・;
:

2
1
2
η
i
t
t
fょっ

E
S
-
-望
土
て

F
h
f
m借金

rおける
t
Z
E
Z
4
2
tぜひ
て
の
ゆ
・

2と
L
a
s
t
t
f
f
f

2
4
3
t
Zめ
5
1
3
2

い
の
風
土

EUz--krf田
ttr

重
f
豊
富

T
Z

だ
け
守
仇
〈
広
〈

aが
図
の
に
の
自
白
羽
剥

AEMq・
仇

6

2
1
i
;
!
 

塁
手
自

2
2
23
1
1
2

T
i
l
i
-
-
i
 

p長
T
し

y
tに
書

E
E
-
-
場凶
a

i
t・

t
i
会

、の

f
E闘
の
皇
制

3

1

・Z
E
a
l
z
l小
予

-622

t
t
r
L
t
&
 

=
i
f
z
t
q
z
t敏

-
a
t
i
i
高
告
と

E
Z初
め
て
留
め

NS代
Z
E
E事

例
措

-ettけ
et

l-

で
あ
の

1
・

ご
の
翁
賓
網
食
は
銃
計
瓜

EF聖
書

Z;r

一
あ
ら
書

E
Zめに
調

f
E
Z
e
t
 

一也たがって

E
'主
Z

一

E
z
s
iを

1
1
2
H鈎のため
E

一の

E
F
R
l
i

p
-
-企

a

spt'z・

Eこ
の
罰
金

rRS

i

i

 

1
5
2
F
E，
 

:
i
 

在
宅
食
事

M25

2
:
r
z
z高

f
・3
5
2

・tる
E目
2
t

z
!
t
p
 

丸

刈

口

ピ

F
R勺r
鈷

Z

ド

K
K
Eけ

Ft

u
主

Et--

a
J
E

め
が
れ

S

J
n
望
?
F
R
Y
-

守

E
Z
a
2で

自

TLFESE

A
-
九

画

事

舗
聞
い
の
内
会
L
1

・4った

AU
九

M
A

-
-
4
2
A同

zrF'"の再

z
t
T
E
Aで

r・


	獨立後初の戰歿者追悼式挙行　新なる感激と共に敬虔なる祈りを捧ぐ
	市民のメモ　災害は忘れた頃に　災害時に於ける措置について
	蚊取線香にご用心　夏の夜特有の火事はちょっとした事が原因で起こります
	飲料水　水道はこうして送水される　水質檢査は毎日で安全
	家庭配給の年令別配給量の切替について
	九月一日に商業調査が行なわれます

